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解答例

問題 I (50 点）

伝統的な中国語方言学は伝統的な中国語学の構成領域であるが、 しかしそれは伝統的言

語学において顕著な地位を占めているわけではない。 伝統的な中国語学はおおよそいわゆ

る「小学」に相当し、音韻、 訓詰、 文字の三大領域から構成される。 小学は経学の従属物で

あり、方言学は訓詰学の従属物であった。 中国の古代の学術分類試奏を体現している『四庫

全書』において、方言学の著作は揚雄の『方言』ただ一種を収めるのみで、 小学の訓詰の属

の中に附随している。

伝統的な方言学の最初の専著は前漢末の揚雄 （紀元前 53～紀元 18) の『方言』である。

しかし実際には、方言を調査し記録した活動（作業）は早くも 周代において高まりを見せて

いた。 この意味からいえば、 伝統的な方言学は周代において萌芽したのである。『方言』に

附せられている揚雄の『答劉歓書』（劉歓に答ふる書）は、「かつて、 先代（以前の王朝）の

軽車に乗った使者が奏上し記録した書物が周・秦の宮室（宮廷）に所蔵された」という。 漢

代の応劾の『風俗通序』は、「周や秦はいつも毎年八月、 軽車に乗った使者を遣わし、 漢代

以前の方言を調べていた」という。 この二つの記述からは、 周代の政府がすでに軽車にのつ 

て方言を調査する専門の官吏を設けており、 調査し記録した方言資料を収蔵して保存して

いたことが分かる。惜しいことに、周王朝が東遷した後に、この制度は廃止されてしまった。

周・秦時代の言語と方言は数多分かれていた。 周王朝の統治者は政治的な必要性から、言語

コミュニケ ー ションの問題をとても重視しており、 そのため、方言調査の活動（作業）を専

門に （わざわざ）組織したのである。 そして、 方言を調査することもまた、 統治者が風俗を

観察し民情を理解する一つの手立てだった。 しかし漢代の学者がこれらの調査が得た資料

に関心を持ったのは、ただ単に訓詰の研究のためであって、言語や方言それ自体の研究のた

めではなかった。『答劉歓書』は、 厳君平と林間翁襦は「訓詰を深く好み、 なおかつ軽車の

使いが奏上した言葉を見ていた」という。
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